千葉ブロック規約

（目的）

第１条　千葉ブロックの活動は「リトルシニア関東連盟規定集」に基づくが、ブロック特

有の事情によるものを本規約にて定めるものである。

（会員）

第２条　会員は関東連盟に登録したチームとする。

　　　　　　　　　　　　　　　

（役員）

第３条　連盟理事の他若干名の役員を置き、任期は２年とする。但し再任は妨げない。その担務は別紙－１のとおりとする。

（会議）

第４条　会議は総会、役員会議、ブロック会議、支部会議とする。

（総会）

第５条
　総会はブロック役員及び各会員の代表１名をもって構成し、以下の事項を審議

する。

　　　　　　(1)事業計画及び予算に関する事項

　　　　　　(2)事業報告及び決算に関する事項

　　　　　　(3)本規約の改定

　　　　　　(4)その他必要と認められる事項

（役員会議）

第６条
役員会議は総会の下部機関としてブロック運営の基本事項を審議決定の上、実施

する。

（会計年度）

第７条　ブロックの会計年度は１月から１２月とする。

（ブロック会費）

第８条　ブロック会費は年４万円とする。各チームの年度当初の財政状況を鑑み、前期および後期に分割して納めることも可能とする。但し、必要な場合はブロック会議の承認を得て臨時会費を徴収することができる。

（他チームの活動本拠地からの入部）

第９条　他チームの活動本拠地からの入部については、リトルシニア関東連盟規定細則第５条　第３項及び第４項の主旨に則り、以下のとおり執り行う。

(1) 他チームの活動本拠地から入部希望者がある場合は、当該選手及び保護者に居住する地区に活動本拠地チームがあることを説明する。また、活動本拠地チームの事務局長に入部希望者があることを速やかに連絡する。

　　　　　　(2) 当該選手及び保護者の意思が固い場合は活動本拠地以外のチームへの入部を認めるが、入部年の９月末までに活動本拠地チームの事務局長へ決められた様式により一括して報告する。なお、最初の報告以降、同年度に入部希望者がある場合はその都度報告する。

　　　　　　(3) 他チームの活動本拠地からの入部についてチーム間でトラブルが発生した場合は、ブロック長及び各部会役員が当該両チームの事情を聴取し、問題解決を図る。（当該報告書をブロック長から求められた場合速やかに提出）

（年間事業）

第１０条　関東連盟の事業を主体に、審判講習会及び別紙－２の大会等を行う。

（ブロック審判講習会）

第１１条　審判部会が主管となり、年１回以上審判技術向上を目的とした講習会を行う。

講習会に掛かる費用は、原則各チームの参加費で賄うこととする。尚、止むを得ず支出超過の場合は、その取り扱いについて役員会議で協議する。

（規約の変更）

第１２条　この規約は、ブロック会議において出席会員の３分の２以上の同意を得なければ変更することができない。

（施行）

第１３条　本規約は　平成２２年　２月　７日より施行する。

　　　　　《制定》平成１５年　２月１５日

　　　　　《改定》平成１７年　２月１２日

　　　　　《改定》平成２２年　２月　７日

－　以上　－

《改正》平成２２年２月７日

リトルシニア関東連盟

千葉ブロック

千葉ブロック内規

円滑なブロック運営のため、大会の運営及びその他必要事項について次のとおり定める。

１．大会の運営について

　　　(1)大会競技委員の設定

　　　　　大会毎に大会競技委員を選出し、天気予報、グランド状態、日程などを勘案して協議の上、中止または変更、待機などを決定する。

　　　　　第1試合のチームは、当該地区が雨の場合でも、事前に連絡がない限り所定の時間までに試合会場に集合しなければならない。集合しなかったチームは特段の事情がない限り不戦敗とする。

大会競技委員は、グランドの分散・変更、試合開始時間の変更、審判員の配置変更などの連絡については、打ち合わせの上、連絡漏れのないよう十分配慮しなければならない。

次回のグランド設定も大会競技委員で協議の上決定し、各チームへ連絡する。

いずれの場合も大会競技委員は事務局に連絡し、事務局はブロック長へ報告する。　　　　　

　　　(2)参加チーム数　　　　

　　　　　新人大会は、選手の数により１チームより複数、または合同チームでの登録を認める。

　　　(3)敗者復活戦

　　　　　関東大会に繋がるブロック大会のみならず、日程的に可能な限り敗者復活戦を設けることができるものとする。

　　　(4)帯同審判員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　各チームは、予め指定された審判員数を帯同しなければならない。指定された審判員数が手配できない場合は、ブロック審判長に事前に連絡し、裁定を仰ぐものとする。

　　　　　連絡もなく審判員が欠席した場合は、ブロック長の判断で当該チームを不戦敗にすることもある。

　　　(5)派遣審判員

　　　　　各チームから1名以上を事前にブロックに登録し、必要な大会に当該登録審判員の中から、ブロック審判長が、試合日ごとに若干名を各試合会場に派遣する。これをブロック派遣審判員という。

　　　(6)試合結果の報告

　　　　　グランド責任審判員は、当日の試合結果を所定の用紙に記載の上、予め指定した箇所へ報告しなければならない。

　　　(7)大会参加費

　　　　　千葉県大会のみ１０，０００円を徴収し、他の大会は徴収しない。

グランド使用料は、ビジターチームがグランド提供チームに対し、１試合につき１，０００円を支払うものとする。また、有料グランドを使用する場合は、別途定めるところにより上限を決めた不足金をブロックがグランド提供チームへ支払う。

尚、大会にて使用するボールは原則として対戦チーム同士が拠出し、使用済みのボールはグランド使用料の一部として、グランド提供したチームに提供するものとする。なお、ロージンはグランド提供チームが用意する。

　　　(8)県大会の予算

　　　　　県大会の費用として、グランド代、謝礼、茶菓、高校野球関係者、ブロック役員、ブロック派遣の審判員の弁当などを含め、予算内で収めなければならない。尚、止むを得ず支出超過の場合は、その取り扱いについて役員会議で協議する。

　　　(9)プログラム広告料

　　　　　千葉県大会のみ選手名簿の記載されたプログラムを作製するが、当該プログラムに記載する広告代として各チーム１０，０００円を負担する。

　　　　　県大会主管チームは７頁、その他のチームは１頁までを無料とし、これを超えるものについては２，０００円／枠（１頁は５枠）を徴収する。尚、ロゴなど特殊技術が必要となる場合は別途清算とする。

　　(10)入場行進

千葉県大会の入場行進は、原則として２種類までのユニフォームに統一することとし、人数は制限しない。

　　(11)オールスター大会

　　　　　オールスター大会は監督部会主管として行う。グランド代、謝礼、茶菓、監督、コーチ、及びブロック派遣の審判員の弁当を含め、予算内で収めなければならない。

尚、止むを得ず支出超過の場合は、その取り扱いについて役員会議で協議する。

　　(12)秋季大会

　　　　　秋季大会の抽選会実施にあたっては、各チームとも予め関係中学校の運動会開催日を調査の上、出席しなければならない。大会日程の決定にあたり、各チームとも一日のみ大会出場の回避を申し出ることができるものとする。

　　(13)審判員の弁当代

　　　　　各チームは、指定されたブロック派遣審判員数の弁当、及び必要な場合のチーム帯同審判員の弁当を、グランド提供チームに一個当り６００円を支払い、購入を依頼する。

　　　　　グランド提供チームは、依頼された数の５００円程度の弁当を購入し、残額は飲み物、茶菓子代の一部に充てる。

　　　　　グランド提供チームは当該弁当代の領収書を作成し、各チームへ渡す。

　(14)ブロック役員等の弁当代

　　　　　ブロック及び連盟の役員、指定された以外のブロック派遣審判員の弁当は、ブ

ロック役員よりグランド提供チームに購入を依頼する。

　　　　　グランド提供チームは、依頼された弁当を購入し、後日領収書等を添えてブロ

ック会計に請求する。

２．その他

(1)部会の設置

ブロックの円滑な運営のため、監督部会、審判部会、事務局長部会を置き、各々

部会長を置く。任期は２年とし、再任は妨げない。各部会の担務は別紙－１に

よる。

　　　(2)派遣費

関東連盟主催の事業、及び日本協会からの要請によりブロックとして審判員、監督、コーチを派遣する場合は、派遣費として１日３，０００円を支払う。

なお、コアラカップ、日台親善試合等で、千葉ブロック選抜が海外に派遣され、且つ日本代表として監督やコーチがブロック内から指名された場合、その人に対して餞別金として、３０，０００円／一人 を贈る。

　　　(3)慶弔関係

全国大会、選抜大会出場チームに１０，０００円の祝金を出す。

ブロック内に不幸があった場合、次の範囲内で対応する。

　　　　　　　①各チームの会長、事務局長、監督、審判長、ブロック役員及び審判技術

委員

　　　　　　　　　　・花環または香典、弔電　合計１２，０００円程度

　　　　　　　②その他の事例においては、都度役員会議にて協議の上、決定する。

　　　(4)国際・国内交流基金

本基金はブロック事業として行う、国際、国内交流事業に限定して使用する。尚、その金額、内容については役員会議にて協議の上、ブロック会議にて決定する。

　　　(5)高校野球部在籍者名簿

各チームとも毎年５月１日現在の当該チーム修了生の高校野球在籍者名簿を作成の上、予め指定された期日までブロック事務局へ提出しなければならない。ブロック事務局は６月上旬を目処に、千葉ブロック全体の名簿を作成の上、各チームへ配布する。

　　　(6)高校野球連盟との連携

　　　　　シニアの選手がお世話になる高校野球との連携を更に深めていくために、次の事業を行う。

　　　　　　　①全国大会（選抜を含む）出場の高校野球部へ「祝い金」として ３０，０００円を贈る。

－　以上　－
